
164.昭和63年度滋賀県下に

おける発掘調査の紹介

その 2

ここに、 「滋1~文化財.t.ご4リN0.133Jに引き続き、去

る平成元年 3F14 u出に行なわれましたスライド発表、

下半期の内符を紹介いたします。

5.山の神遺跡でさらに窯跡一基検出
大津市ー霊山 山の神遺跡

山の神遺跡i立、大添市一旦山三丁目に所在しており 、

古くから須怒号告のtll土するi遺跡として知られていた。

昭和55年から昭和関与にかけて、遺跡の内容を明ら

かにするための発似調査が実施され、祭跡 U~・と滋玄

柱建物跡6棟が検出され、費者跡と工房跡地S一体となっ

て発見された全国的にみても珍しい遺跡であるという

ことが明らかにされている。

調守主i主、京滋バイパスのj袋入路建設に{料、3実施され

たものであリ、.J'41't地点1:、両i!lnlの調会合でぽ!反である

ことが明らかにされていた地点である。

調査の結来、新たに窯跡1J，巳と灰原の/.tが1)を確認

した。

第 3号軍属

可 窯跡、は、排水

l包叫~;埋設のため焼

.、日兄皇室から燦道が

'd照削されてお リ、

ι界焚口から焼成輩

"‘ー'にかけて品守3.0
01がy;liっていた

にすぎなかった。

しかしながら、

1この窯跡は、ヲミ

d井が残り地下式

のあな祭て最終

的の床繭が幅約

1.3m、高さ約

o .8mであった

ことb'判った。

さらに、ニの

1-4遺跡文化財だよ町 133

{本女) I 

5-12 11 " 136 、、

13-20 11 " 137 

遺跡位置図(位置図の番号l立本文と同じです)

去最l立、地中を断l商問形に似っており、制裁仰において

は、高きが約 1.Omで、二度。〉床前の貼伴えがあり、

合計三次の床而がある ことも 1附則した。

灰原は、最もIJ?みのある昔11分で3.201あリ、灰及び

粘土の1断賞状況か ら概ね上 ・中・下の三!日に分ける こ

とができた。

各層から杯身・ 箆を初めとして大品のm恋号告が出土

しておリ、その総品は、コンテナバット約千箱であっ

た。

ζれらの土移の中で、注目さ Ilるのは、円商侃が多

数出土したことで、大小とリまぜて10点以上あった‘

また、この他に陶f!;片む20.，.'f.j!i< :Bすこした.

これらの遺物から、この山の神遺跡は、 7世紀前半

の中頃から後半にかけて操業していたことが判った。

(大i4!布教背委員会須崎雪博)



6.草津市南西部地域における

古墳のー形態
草津市御倉町襖遺跡

布津市御倉町地先に所代する巌遺跡l立、抗生11年代か

らi!i:世にかけての集子高跡である。

今回のitl¥j:feJ;;i、t;t河川改修卒業の事前調j)f.として河

川法441内の将々定剤}6 .050m'を対象に行なし¥方形悶

滋謀、古I段、段穴式住居、井戸B除去手の.iftl禽を#i:出した。

しかしながら、当該地は近世J切の水回開発により相

当削ヂを受けており、逃情 ・造物の逃存状況は良好と

はいえず、作j宜備の年代についても不明なむのが多い。

今問験出したj:i!f怖のうち SX6と11乎んでいる市場も

慨に~iUí: を消失しておリ IlJO .7-1.1 mの周溝が破るの

みであゥたが 、 -jUJOm 前後の小~~の方:償と々えられ

る。 1m構内からは42J向者宅犯とI2.われる土総鮮が出こたし

ており、よれらの士総から当該績は 6世紀初頭頃の築

造と推定さJlる。

担担逃跡鴎辺に 1;): 、 大宮 ;;-J~会神社ï5j;~t 、 li.条古治1伴、

南|却問色，:t完勝、 f終的神社出綴税当事が現存する古1凶器宇)

として知句Jしているが、今回のJft丘消失さj.i誌の検出lま、

J市〔津市械における 古I良時代の社会構j定等をJP1総ずるう

えで緩めて1主義な発見といえる。

(1草津市教委f委員会小宮敏幸)

造幣完掘状況([19から)

7.南笠古墳群周濠確認調査

主草津市南笈町 南笠古墳群

~j主主古1m河: は 、 1号!(ilt IIJ~街笠町千:I!t~gr線道に所釈する

占的tl手で、現iE前方後円峨 Z~怯と内成 HJiが残存する

が、文政 4( 1821 )与に編22された「架太志」に 11.、

かつて22，艇の前段が存旅したことが記されている。

現存寸る前方後問l従のうち 。北側にrifl-:tlーする 1号肢

の規制{止、全長27.5m、後阿部筏18.5m、rvi方inl1p話16
mで、南側の 2号rfiは、会長30m、後l司昔日径21m、前

方部幅15.5mを淑'Iる。これらの古検には、か4 て悶泌

がj返っていたと考えられる が、現在では痕民事む認めら

れないため、今回試線網霊長を笑泌することとなった。

調通:(立、阿古墳の周辺に15か所の トレンチを設定し

実施した。このうち 1号墳北西側のくぴれ昔日付近に設

定したトレンチよリ、最大幅6.0m、深さ40cmの周濠を

検出した。そこで、 前方昔Fll~!へ拡張したと ζ ろ、問機

l;t徐々に浅くなり、前方苦悩品までは〈延びなかった。'&:

お、当トレンチ内の鳩fe.根部より、形象埴輸の破片カイ

出土 し、Ji!iJ濠内からも円筒地輸の破片が浩子出土した。

また、前方昔日前而に設定した 2か所のトレンチでは、

続 l孟|努よリl濁涼の外IW!の屑およびF招来附を検出し、本

来の前方都が、現状より小規校であることが*'!明した。

次に 2号w[~t西 ft\ll に設定した卜レンチからは、ザu王

の形状に合わせて府内する悶僚を倹出 したが、依存す

る泌さが綾大でも 15cmと浅く 、泌丘全体に巡って行か

ないため、かなリ?表明:の ì~IFfI-を受けている ζ とが後ilill

された。検出された周t衰の中央部より、多数の円筒J芭

輸片が出土した。

2~予約南東側に設定した 5 か所のトレンチからは 、

L、ずh I.. Jn丘の形状じ合わせてj~L，る !羽 信長を検出したが、

どの トレンチでも墳丘 i常務を検出できず、本来の境J王

立識は、現状より |勾Iftl]に存在し たことが判明 した。

以上の淵公の結来、 l号・上氏、 2号事者とも、現存する

坑li:/主本米の形状を留めているらのではな〈、後世の

iii-iJ袋、11E土、 向lJ平常zによって、かな 1)変谷しているこ

とがうかがえたの来年度以降も試御調査を徽絞する予

定なので、荷主主古燃の実態が徐々に解明されるニとと

思われる。

(草iニI!市教育委員会税廃 朗)

1号検

2号積 / 
南笠宮城群馬濠検出状況

0 10 2Om 

周濠検出状況

8.古墳後期~鎌倉時代の集落跡を検出

栗東町御圏 中村遺跡

中村遺跡(;t、 >1<安から鎌倉時代を中心とする築孫で

あるよとが、過去の迫害脊で確認されている e

:問:f:tlま団体営I.i場経{市j事業に伴うもので、日百平日63年

4 月から突砲している。逃~A'の存夜ずる中村 ・ 上紙IJj
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問辺{立、芸品JlIの彩特でぬ|りjから5010ぐらいまでは、

ほとんどj立総が検出されず、ところどころに残ってい

る山状のJれ、ところと、現イI:U!泌が(?(I:するところに

，Iiくから人が住んでいたよとが々えられる。

今向統芯された遺構Iま、 ['jJfl時代後lUIからま離合時代

を中心とする Lので、竪穴式{セl凡樹立往生tt物、土機

得、 ~I:戸、 l日河道 、 議などがある. nlii王位4.s物は、 10

縦以上舵認され、 12-13-[11:紀頃のむのが多いが、柱穴

の~1:JiJ杉が 1 111 前後て\径約25cmの H:ll~ をもっ 21L~x 3 

II¥J(3.2m X6.8m)の 8i世紀後半削ではないかと忠われ

るlill物が純認さ ilている。 12-13111:紀l:!1のfill物が、J-.
紙山j，'d辺の糸.m.n仏!と 放するのにnし、ょの処物l立、

下Ii IlJ川mの条虫のljlI'Jとー殺する.主た 、少し雌u

てl;ijll.y)gJと考えられる制約1.5mllどの鴻が巡っており 、

-m物のまわりを区i現している可能件.らある.この他、

12-13世紀のl時期iで、井戸、よ韓首俗、 J総立t主連物がま

とまって検出された地区があり、なかでbT.械i廷は、

~，牝・の世i，o;~が一部残ヮており、その下には凶方に約50

cmはどの板耳元・を埋めて木村のf;にしていた。以があっ

たと巧えられる方向には 、r'1~ì 縦、 I: r. 'l ilJIl、瓦端的が

.M~べられ 、 自敏腕の下に刀チがiRかれていた。

中村遺跡:では、現段階で'8JJ't時代のj立t.Yt'ま--gjlで少

ししか硲認されていないが、北側のJi:限に存者Eする龍

正-，'i'J{らを造成した人たちのUH喜が線認される可能性

を残している。また 、 !日河道では tH~I~jニ i採が出土して

いることと、前述した奈良時代の泌物のl刻係む含めて

今後の調lt.研究に期待がかかる.

(架東町文化体育仮興事業向 j!i:i総 広)

9.第4次調査出土の琴状木製品

野洲町大字市三宅 市三宅東遺跡

"ï 二主JlG也湖:は縄文時代q tJ~1から '1'1!I:までの集落跡

として知られている。調3'trKI立、 tli1次a泊先のF句協に

~~している.

検出&防{主体生時代中)UJのrFt九込み、 i5治時代中期

( 5 t崎紀代)の髭穴住居雄、大潟、 ( 6 i.It紀代)の溝、

倒立住~物、中也・の溝、 J尽立柱建物を検出した.

今[nlの湖1tで特に注目されるのは大協から初JI1PJ1恋

縫製を初めとして 5i.1t紀前半の多苅.のニlニ総が:1!ニlニし、

また~・';'J~の木製品が出土.している。木製品には、 弓、

T手刷、 j~~'IJj、処築脅11材と考え られる板、角材ととらに

事罪状木製品が発比された。

予H~木製品l孟、手F娠のみで縦方向に半分だけ出土し

た.残(1:状況での波紋は、会長161.3cm、浮足幅11.9cm、

琴!iIi似13.&m、I!tさ1.3cmて'ある。絞をf分ける3提起は、

3つ伐ってJ五I)n町結:mを切り込んでj主リ:1¥している.

突起のH:さは3.7cm、悩2.7cmで突起II¥Jの申iMi2.0cmであ

る。 Jじ IIJJ何?を j収リ H・けるためのホゾ火が 4 ヶ所~たれ

てお 1) 、・ 4仰己のホゾ火には共1l.r~ jIllJ のホゾが伐っていた。

111リ紙百11はゆるやかにIlll線を.j-，'{iいており匁JifiがパチJHに

lぶがっている。

次にこの学状木製品を復元してみると絞をゆける突

起は、服部泣跡、岡山県釜図遺跡の例から 6っと考え

られる.このことから琴尾の幅約25cm、努狐の幅約31

cmと考えられ、 i笠台形の切抜き式共的補が耳元リ付けら

れていたと推定される。

(野洲町教育委民会杉本割引造)

10. 野洲町野洲川左岸遺跡の昭和63~手度調査

野洲町大字野洲 野洲川左岸遺跡

~!j-洲川limn跡のll1/.l1'i: 1立 、 本年j支 li 5ヶ所で尖泊さ

れた.まず、昭如59年から載是正F的に実地されている字

永ラキ悶辺地区では本年度むニヶ所で;狗1tが災総iされ

た.このうち午水ラキ1541餐地の溺;先では、!放地面積

のうち約4200mょが調査された。調疫の結来、先年度競

売台1代時代笠火住民f1:干に西接する南北}jII，JQ)IfJ河遣や

日'~lU'、 I ， ij じく自然地形に沿って南北泌する従良時代~

平安11年代の Jf;]河辺や条虫湾、このi日河辺を挟んで箇側

で検:11さtlt.:. ，J; .l'Jll時代の方形問機孫 1J，tなどがみつか

ヮた。特に本i~/，lnJ也周辺の過去潟森対象而Wli50 ， 000

tげを定!えており、これまでの，謙作成処より然然、~:t袋、

旧fsoJj{[などからなる広範凶な旧況が彼lJ;(可能となった。

それによると l白地形は釜本的に南北流するl口河逃や大

泌に続制され、これらの河道を境に集潟、部員長、緋作

地が区附されており、その幅li20m-50m限度で必然

的に市北に長〈占地される。特に昭和62年度に検出さ

れたおおtll;y代の暖穴住居li、東西叩m南北lωmにわた

うて10十点前後がif(絞な〈配遣されており、 ?iJJt時代の

開発付の)，~I泌単位を示すものと総定さ tLt.ニ.なお 、 こ

の{主!万併に対応する=&f;域{方形周h時議群)li、筒1111J約

80ml狩後に形成されている。他の澗1E地についても簡

単に触れて必(.まず、字十八回では布留JUJ古段階の

竪穴住!万が1線検出され、住居の貌土からは訂釧が l

3 -



点出土した。また、娘道に商した字芦田地区では、以

前より検出されていた隊生時代の環濠の統きに相当す

る大講や方形期滞状湾総などが検出された。同じく県

道に商して北側に位寵する字八反問絢査地では、比較

的残存状態の良好な弥生時代米頃の方形周淋墓 5~去、

古;境時代の円;境、道路城逃fIーなどが検出された。以上

5 l'牛の淵査地について、とりあえず慨略のみを紹介さ

ーせていただいた。

(野洲町教育委員会森 隆)

11. r田司家」等の墨書土器出土

蒲生町大塚 杉ノ木遺跡

当該逃跡は、 illl生君H'満生町市子川原、市子松井、問

弁、大塚周辺に拡がる縄文時代~近-lli:にかけての集落

跡で、日聖子川とその支流である佐久良川によって形成

されたj中績低地上に位濯する。

翻宅i'I立、国営日野川幾業水平IJ事業、県営ほ場主在備事

業、県営かんがい排水司王業苦手に伴い行なったもので、

翻重量筒績は約82ο0ぼである。検出した主なiS織は、i1'J;
生~古1災時代の竪穴住居 3線以上、務跡、北郷、河跡、

奈良一平安時代の搬立役建物、 j稗跡、河劫:などである。

出土した造物も多〈、前期~中期とJ思われる弥生式土

器、土自m務、5貞恵器号、緑紬防総などの他、石車線、訂斧

などの右・製品、弓、胸物、舟・形*君事などの水製品等で

ある。なかでも町内最古と見られる縄文時代晩期のカ

メ数{間体を一指して検出したのをはじめ、 8世紀後半

の微!~:器に 「問弁」 、 r，翠宵J1家J 、 r1i長岡」などの鐙

苦手土器、ピットから検出された紋手Is陶i燥の水瓶など"町

内で宇)J見されるものも検出 した。

また、検出した選番土殺と関連して、昭和162年度に

県営はl易型車備事業に伴い行なった調査で出土した木製

琴が思い出きれ、関3草地周辺に役所自のな役予測をもっ館

もしくは、大塚、国井周辺 を含むれ]!主主(広義でいうと

「麻生;jfJ)をおさめていた地方役人の館が存在する可

能性がある。

u市生町教脊委員会斉藤博史)

縄文土器出土状況

12.奈良時代~室町時代の複合遺跡

近江八幡市後川 ・上下遺跡

昭和63年度県営ほ坊主主備事業に(半い笑泌さ.tl.た発掘

調査であり 、返江八幡市:械の北東部、安土問Iとの:境界

周辺に位巡する潟水巡;軍事・後川巡I跡 ・金書耳寺遺跡・大

手前遺跡 ・上下遺跡を縦断する結果となった.いずれ

も奈良時代~鎌倉時代を中心とする彼令遺跡であるが、

ここでは、これまで不明隊であった後川遺跡 ・上下遺

跡について概嬰を記す。

後)11j:室幼:は、長問問を中心、とする遺跡であり、高木

;遺跡とはm沢地、金l制寺巡跡とは河遊によって区分さ

れる。従来からrl'世の造物自肘刷血として制知されてい

たが、今回新たに、布留式fiH予期 Uj.'i恋昔非共i半せず)

と8世紀前半期の虫色穴住居、 15世紀-161笠紀の土J続 ・

総 ・土担問翌年が検出さ れた。

上下遺跡における例究対象地は、大手前遺跡と上下

遺跡との中間に佼ifiし、遺跡分;(1i関のZE白部分にふた

っていたが、 8世紀前半期の盟主穴住倍、 9世紀代の満

生部統一条.lRに伴う郷 、 11也:紀-14世紀の術立~j・往物 ・

総 ・土弘首等が検出された。

同illH事の詩有森からは共通の需UE!がいくつかあげられ

る。まず、竪穴住居の消長11寺JYIに関する築孫構造の問

題である。当地械は、 7i.lt紀後半には樹立柱建物を主

体と する地主主と、 8世紀においてもきま穴住賠を主体と

する地域との境界にあた 1)、地域牲を考える上で示唆

(J(Jである.粂.lI!悶述j枯については、復元条盟との縫合

作業と同時に、愛知|宮1I条盟との境界部分の追求が求め

られる。最後に、E主総jUJのi!'lf，'II1ま近年M力f.Iの傾向にゐ

るが、 l現i療な)f，鎗跡とその他の遺構との総体的犯f径が

小竹森啓子)

後川遺跡 ・竪穴住居完掘状況(布留式併行期)
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